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スタンダード
とアセスメント

カリキュラムと講習

専門開発

学習環境

21世紀型スキルと自己主導能力
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(資料)：米国の「The Partnership for 21st Century Skills」

• 英語、芸術、数学、経済、科学など科目
• 世界、財務、健康などの知識

• 創造的、革新的に考える
• システム思考を使って、問題発見・解決

• ICT活用・評価
• マスメディア・テクノロジーを効果的に使う

• 変化に適応する
• ゴールと時間を管理する自己主導的な学習
• 他者とうまく関わる

自己主導能力

は21世紀に最も重要なスキルの一つである

情報、
マスメディア、
テクノロジー
のスキル

学習能力と
イノベーションのスキル

生活とキャリア
のスキル

主要科目と
21世紀のテーマ



Learning and Educational Technologies Research-Unit Evidence-Driven Education Research Council

自己主導能力とは

他者の援助を受けるかどうかにかかわらず、

自分の学習ニーズを診断、

学習目標を設定、学習のための人と資源を特定、

適切な学習方法論を選択、

学習成果を評価することを、

個人が主導権を持って行うプロセスである
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- マルカム・S・ノールズ, 1975

成人教育理論より
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教師主導、自己調整、自己主導学習の比較
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教師主導学習 自己調整学習 自己主導学習

他者依存的な学習者 自律的な学習者 自己主導的な学習者

フォーマルな学習タスク 教師指定するタスク 自ら設定するタスク

メインは学校内の環境 メインは学校内の環境 メインは学校外の環境

教師デザインするプロセス ミクロなプロセス マクロなプロセス

• 学習者の学習を支援するため
• 教師と学習者が参加
• どのように学ぶかを重視

教師主導
自己調整 自己主導

Knowles, 1975
Saks & Leijen, 2014

類似点
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自己主導学習の例：英語多読
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絵本の選択 読書 状況のチェック 要点のまとめ

現状の分析 目標の設定

暇な時間にたくさんの
絵本を読みたい

必要な自主学習能力

学習ニーズの把握

（自分と絵本について）（種類と具体的な数値）

セルフモニタリング

（進捗状況）

振り返り

（成果と問題点）
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自己主導学習を育成する問題点

6

1. 学習者、特に若い生徒さんが十分に自主的な学習を習得していない

▪ 自分の学習ニーズが把握できない

▪ 学習目標を持っていなかった

▪ 目標を達成するための実行力を身につけていない など

2. 自主的な学習のためのサポートが不足している

▪ 自主的な行動の実践機会が不足

▪ リソース、情報やICTの活用が不足 など

3. 自己主導能力に対して、適切な評価基準の設定がされていない

▪ 日常生活の活動につながっていない

▪ 様々な角度から客観的に評価されていない など

自己主導能力の向上をどう支援するか？
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自己主導能力を育成するためのGOALシステム
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Goal Oriented Active Learner

自主的に問題発見・目標設定・目標達成をするための学習支援

目的

特徴

学生

• 学習プロセスの中で、自己主導能力が評価され、

フィードバックをもらう

• 学生が自分の学習、運動や健康活動の状況を把握する

• 教室内だけでなく、教室外でも問題発見・解決の意欲を高める

ゴール

健康活動学習活動
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GOALの自己主導学習モデル
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データ収集

モニタリング

状態分析

目標設定

振り返り

A

B

C

D

E

データに基づく
自己主導学習のモデル

AB

C

D

E
Majumdar, R., et al. (2018)
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GOALの自己主導能力評価
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収集データ量 状態の把握度 SMARTゴール 進捗の把握度 戦略的な評価

3/4以上

3/4以下

1/2以下

1/4以下

データなし

自主能力レベル

自己主導者

上級者

中級者

初級者

初心者

データ収集 状態分析 目標設定 モニタリング 振り返り

定期的に状況分析

時々状況分析

自己評価のみ

データ確認のみ

分析しない

定期的にプラン設定

時々プラン設定

不適切にプラン設定

簡単なプラン設定

設定しない

定期的に進捗評価

時々進捗評価

進捗確認のみ

データ確認のみ

確認しない

定期的に振り返り

時々振り返り

自己評価のみ

成果確認のみ

振り返りをしない
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学習活動の目標設定の例
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ゴールの種類 目標値（毎日） 自動的に活動測定

多読時間 30 分

多読ページ数 20 ページ

数学学習時間 90 分

英単語学習時間 60 分

学習活動

https://lms.let.media.kyoto-u.ac.jp/moodle/login/index.php
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運動・健康活動の目標設定の例
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ゴールの種類 目標値（毎日） 自動的に活動測定
（時々データを同期する）

歩数 8000 歩

走る時間 30 分

睡眠時間 8 時間

運動・健康活動

ガーミン
スマートウォッチ
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GOALシステムのインタフェース例
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多読の各指標
を確認

自己主導能力

多読活動を
自主的に
マネジメント

データ収集
状態分析

目標設定

モニタリング

振り
返り
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GOALシステムのインタフェース
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データ収集
収集した活動データ
自動収集、手入力

状態分析
状態推移図
状態の自己評価、クラス平均との比較

A B
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GOALシステムのインタフェース
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目標設定
種類
期間
目標値
…

モニタリング
進捗状況
達成率
自己評価

振り返り
プランの難
易度、
成果、
努力度

C D

E
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事例１. 自主多読のサポート
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多読 GOAL

1. 多読コーナー 2. たくさんの絵本を読む

3. システムによる自主学習のサポート

4. 感想の共有

500冊以上
eBook絵本

状態分析、計画、
モニタリングなど
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１年間で多読の成果（中学1年、119人）
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• クラス全体的の指標の平均値

読んだ時間
10.1 時間／人

読んだ冊数
38 冊／人

読んだ単語数
60,730／人

• 自己主導的な学生の読書した日

182日
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１年間で多読スピードの変化
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• クラス全体的の多読スピード（WPM）の変化 • GOALシステム利用による多読スピードの変化

99

132

事前 事後 (一年後)

100

140

97

124

事前 事後 (一年後)

GOALエンゲージメントが高い学生

GOALエンゲージメントが低い学生

33% UP

28% UP

40% UP

* WPMとは1分間当たりに読める単語数（語/分）
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１年間で自己主導能力の変化
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• GOALシステム利用が多い学生 • GOALシステム利用が低い学生

0
0.5

1
1.5

2
2.5

3
3.5

データ収集

状態分析

プランニングモニタリング

振り返り

事前 事中 (6ヶ月後) 事後 (一年後)

0
0.5

1
1.5

2
2.5

3
3.5

データ収集

状態分析

プランニングモニタリング

振り返り

事前 事中 (6ヶ月後) 事後 (一年後)６か月後最初 １年後 ６か月後最初 １年後

• ６か月間でデータ収集、状態分析とプランニングが向上された
• １年間でモニタリングと振り返りも向上された
• システム利用が多い学生は各能力の向上効果が高かった
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事例２. 睡眠習慣の改善
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Garmin GOAL

2. スマートウォッチ
を着用して寝る

1. 毎週の小目標を設定

3. 自主的に目標管理

スマートウォッチ
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睡眠習慣改善のグループ（中学２年、119人）
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スマートウォッチ使用
なし あり

ある

なし

小目標設定

スマートウォッチのみ (n = 36)

小目標のみ（n=11） スマートウォッチ＋小目標 (n = 35)

両方をもってない (n = 37)
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7.32 7.29
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53

スマートウォッチ スマートウォッチ+小目標

毎日の睡眠時間 睡眠データ収集日数

６か月間の睡眠時間とデータ収集日数の比較
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各グループの睡眠時間とデータ収集日数

• グループごとの平均睡眠時間がほぼ同じ

• 「スマートウォッチ＋小目標」グループの

データ収集日数は「スマートウォッチのみ」

グループより多かった

学生個人によって、最適な睡眠時間が違う

小目標を持っていれば、睡眠状況を常に

モニタリングした

スマートウォッチのみ スマートウォッチ＋小目標
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1.4

2.4 2.9

6.2
3

5 5

10

両方をもってない スマートウォッチのみ 小目標のみ スマートウォッチ＋小目標

自己主導スキル GOAL使用日数

６か月間の自己主導能力の比較
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各グループの自己主導能力とGOAL使用日数

• 両方を持ってないグループの平均能力レベル及び

GOAL使用頻度が最も低い

• スマートウォッチを着用し、小目標を持つグルー

プの平均能力レベル及びGOAL使用頻度が最も高い

スマートウォッチ及び小目標を持っていれば、

自己主導能力が高くなった

スマートウォッチのみ スマートウォッチ＋小目標

両方を持ってない 小目標のみ
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事例３. 運動習慣の改善
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Garmin GOAL

1. 毎月の大目標を設定

2. 毎週の小目標を設定

3. スマートウォッチを
着用して部活

4. 自主的に目標管理月間の平均歩数が
1万2千歩を超える
くらい歩く!
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３か月間の運動量の比較（中学1年、64人）
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1. 目標なし
2. 小目標のみ
3. 小目標＋大目標

各グループの運動量と運動日数

• 目標なしグループの歩数と運動日数が最も少ない

• 小目標と大目標を設定したグループの歩数と運動

日数が最も多い

目標なし 小目標のみ 小目標＋大目標

小目標及び大目標を持っていれば、

運動量を高めた、

運動習慣を改善した
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1.4

5.6

11

2

5

13

目標なし 小目標のみ 小目標＋大目標

自己主導能力 GOAL使用日数

３か月間の自己主導能力の比較
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各グループの自己主導能力とGOAL使用日数

• 目標なしグループの平均能力レベル及び

GOAL使用頻度が最も低い

• 小目標と大目標を設定したグループの平均能

力レベル及びGOAL使用頻度が最も高い

1. 目標なし
2. 小目標のみ
3. 小目標＋大目標

目標なし 小目標のみ 小目標＋大目標

小目標及び大目標を持っていれば、

自己主導能力がさらに高くなった
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多様な活動を通じて、自己主導能力を育成する
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データ

収集

状態

分析

目標

設定

モニ

タリ

ング

振り

返り
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最後に

•情報社会で自己主導能力を育成する必要性
▪学習ニーズの把握、現状の分析

▪目標の設定、モニタリング、振り返り

•学生自身の活動データを利用する可能性
▪学内外の学習活動

▪歩数などの運動活動

▪睡眠などの健康活動

•ラーニングアナリティクス手法による自己主導能力の育成の効果
▪活動量と成果の向上

▪学習と生活習慣の定着

▪自己主導能力の向上
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ご清聴ありがとうございました

李慧勇
京都大学 学術情報メディアセンター


